
04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.759：「対象年度」を実装すべき項

目として追加する。

2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

4 共通 発送日 ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.804：「発送日」を実装すべき項目

とする。

4 4 共通 発送日 ●

5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.804：「発行者（地方団体の長

等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

6 共通 カスタマーバーコード ● ※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不要な項目と整

理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ●

7 共通 償却資産の申告についての案内

文

● ※記載内容については、標準化

検討対象とするかについても含めて

事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

7 7 共通 償却資産の申告についての案内

文

● 実装案について、帳票レイアウトの素案作

成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

8 共通 eLTAXの勧奨文 ● ※勧奨文の記載内容については、

標準化検討対象とするかについて

も含めて事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

8 8 共通 eLTAXの勧奨文 ● 実装案について、帳票レイアウトの素案作

成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

9 共通 提出先・お問合せ先 ● 9 9 共通 提出先・お問合せ先 ●

■WT資料6No.777：「送付先の郵便番号」を実装

すべき項目として追加する。

10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ●

10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 10 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ●

11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 11 12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ●

■WT資料6No780：実装すべき項目として「屋号」

を追加する。

13 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

12 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 12 14 納税義務者情報 納税義務者番号 ●

13 共通 申告期限 ● 13 15 共通 申告期限 ●

14 種類別明細 構築物 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

14 16 種類別明細 構築物 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

15 種類別明細 機械及び装置 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

15 17 種類別明細 機械及び装置 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

16 種類別明細 船舶 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

16 18 種類別明細 船舶 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

17 種類別明細 航空機 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

17 19 種類別明細 航空機 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

18 種類別明細 車両及び運搬具 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

18 20 種類別明細 車両及び運搬具 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

19 種類別明細 工具、器具及び備品 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

19 21 種類別明細 工具、器具及び備品 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

20 種類別明細 合計 前年度の評価額 ●

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

20 22 種類別明細 合計 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

23 共通 備考 ●

WT⑦修正方針
大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

31

償却資産の申告案内 (汎用紙)※賦課期日前の申告案内

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考旧No

WT⑦実施結果等の反映版

実装してもしなくても良い項目の仕分け

対応方針 理由・統合先の項目等

04_固定資産税

31

償却資産の申告案内 (汎用紙)※賦課期日前の申告案内

No 明細

表示項目

中分類 小分類大分類

実装しても

しなくても良い項目
備考実装すべき項目

WT⑥実施結果等の反映版



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

4 共通 発送日 ●

必須
納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.804：「発送日」を実装すべき

項目とする。

4 4 共通 発送日 ●

5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

必須
納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.804：「発行者（地方団体の

長等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

6 共通 カスタマーバーコード ● ※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不要な項

目と整理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ●

7 共通 償却資産の申告についての案内

文

● ※記載内容については、標準化

検討対象とするかについても含めて

事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイアウ

トの素案作成時にAPPLIC税TFに作成いた

だく。

7 7 共通 償却資産の申告についての案内

文

● 実装案について、帳票レイアウトの素案作

成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

8 共通 eLTAXの勧奨文 ● ※勧奨文の記載内容については、

標準化検討対象とするかについて

も含めて事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイアウ

トの素案作成時にAPPLIC税TFに作成いた

だく。

8 8 共通 eLTAXの勧奨文 ● 実装案について、帳票レイアウトの素案作

成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

9 共通 提出先・お問合せ先 ● 9 9 共通 提出先・お問合せ先 ●

10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 10 10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ●

11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 11 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ●

■WT資料6No780：実装すべき項目として

「屋号」を追加する。

12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

12 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 12 13 納税義務者情報 納税義務者番号 ●

13 共通 申告期限 ● 13 14 共通 申告期限 ●

14 種類別明細 構築物 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

14 15 種類別明細 構築物 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

15 種類別明細 機械及び装置 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

15 16 種類別明細 機械及び装置 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

16 種類別明細 船舶 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

16 17 種類別明細 船舶 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

17 種類別明細 航空機 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

17 18 種類別明細 航空機 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

18 種類別明細 車両及び運搬具 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

18 19 種類別明細 車両及び運搬具 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

19 種類別明細 工具、器具及び備品 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

19 20 種類別明細 工具、器具及び備品 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

20 種類別明細 合計 前年度の評価額 ●

他項目に統合

前橋市のみ求めていた項目です。備考の

項目を新たに作成し、必要な場合はそこ

に印字いただく整理としたいと思います。

20 21 種類別明細 合計 前年度の評価額 ● 印字する場合は備考に印字する。

22 共通 備考 ●

WT⑦修正方針
大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

32

償却資産の申告案内 (はがき)

WT⑦実施結果等の反映版

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考旧No

実装してもしなくても良い項目の仕分け

対応方針 理由・統合先の項目等
備考

04_固定資産税

32

償却資産の申告案内 (はがき)

WT⑥実施結果等の反映版

No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目大分類 中分類 小分類



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 圧着前の表 1 1 共通 帳票タイトル ● 圧着前の表

2 共通 対象年度 ● 圧着前の表 2 2 共通 対象年度 ● 圧着前の表

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 圧着前の表
指定都市要件

3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 圧着前の表

指定都市要件

4 共通 発送日 ● 圧着前の表

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.828：「発送日」を実装す

べき項目とする。

4 4 共通 発送日 ● 圧着前の表

5 共通 発行者（地方団体の長等） ● 圧着前の表

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.828：「発行者（地方団

体の長等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ● 圧着前の表

6 共通 カスタマーバーコード ● 圧着前の表

※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不要

な項目と整理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ● 圧着前の表

7 共通 提出先・お問合せ先 ● 圧着前の表 7 7 共通 提出先・お問合せ先 ● 圧着前の表

8 区分コード 調査コード ● 圧着前の表

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

8 8 区分コード 調査コード ● 圧着前の表

印字する場合は備考に印字する。

9 区分コード 所管コード ● 圧着前の表

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

9 9 区分コード 所管コード ● 圧着前の表

印字する場合は備考に印字する。

10 区分コード 担当コード ● 圧着前の表

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

10 10 区分コード 担当コード ● 圧着前の表

印字する場合は備考に印字する。

11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ● 圧着前の表 11 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ● 圧着前の表

12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 圧着前の表 12 12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 圧着前の表

13 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 圧着前の表 13 13 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 圧着前の表

■WT資料6No780：実装すべき項目とし

て「屋号」を追加する。

14 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

14 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 圧着前の表 14 15 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 圧着前の表

15 納税義務者情報 個人番号又は法人番号 ● ・圧着前の表

・システム出力時には、空欄とな

る。

15 16 納税義務者情報 個人番号又は法人番号 ● ・圧着前の表

・システム出力時には、空欄とな

る。

16 回答欄 修正・増減なしの別 ● 圧着前の表

要検討

申告はがきの種類として主に2パターンあ

ると考えます。

①No.16-19を記載しているパターン

（稲沢市のパターン）

②No.16-29、31を記載しているパター

ン（神戸市のパターン。申告書の省令様

式のはがきバージョンのようなレイアウトで

す。）

→申告はがきとして2パターン要件化する

か、WTにて確認

■WT資料6No.878：「修正・増減なし・

廃業等の別」へ修正する。

■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

16 17 回答欄 修正・増減なし・廃業等の別 ● 圧着前の表

17 回答欄 住所又は所在地 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

17 18 回答欄 住所又は所在地 ● 圧着前の表

18 回答欄 氏名又は名称 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

18 19 回答欄 氏名又は名称 ● 圧着前の表

19 回答欄 電話番号 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

19 20 回答欄 電話番号 ● 圧着前の表

20 ● 種類別明細 種類 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

20 ● 回答欄 種類別明細 種類 ● 圧着前の表

21 ● 種類別明細 資産コード ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

21 ● 回答欄 種類別明細 資産コード ● 圧着前の表

22 ● 種類別明細 資産の名称 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

22 ● 回答欄 種類別明細 資産の名称 ● 圧着前の表

23 ● 種類別明細 数量 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

23 ● 回答欄 種類別明細 数量 ● 圧着前の表

24 ● 種類別明細 取得年号 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

24 ● 回答欄 種類別明細 取得年号 ● 圧着前の表

25 ● 種類別明細 年 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

25 ● 回答欄 種類別明細 年 ● 圧着前の表

26 ● 種類別明細 月 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

26 ● 回答欄 種類別明細 月 ● 圧着前の表

27 ● 種類別明細 取得価額 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

27 ● 回答欄 種類別明細 取得価額 ● 圧着前の表

28 ● 種類別明細 耐用年数 ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

28 ● 回答欄 種類別明細 耐用年数 ● 圧着前の表

29 ● 種類別明細 特例・非課税コード ● 圧着前の表
要検討

同上 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

29 ● 回答欄 種類別明細 特例・非課税コード ● 圧着前の表

30 共通 通知本文 ● 圧着前の裏

※記載内容については、標準化

検討対象とするかについても含めて

事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイアウ

トの素案作成時にAPPLIC税TFに作成いた

だく。

30 21 共通 通知本文 ● 圧着前の裏

実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

31 種類別明細 記載例 ● 圧着前の裏
要検討

No.16とあわせて検討したいと思います。 ■WT資料6No.839：

①No16－19を記載しているパターン

31 種類別明細 記載例 ● 圧着前の裏

22 共通 備考 ●

備考WT⑦修正方針 新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目大分類 中分類 小分類
旧No実装すべき項目

実装しても

しなくても良い項目大分類 中分類 小分類
No 明細

表示項目

対応方針 理由・統合先の項目等
備考

実装してもしなくても良い項目の仕分け

申告はがき（明細なし）

WT⑥実施結果等の反映版 WT⑦実施結果等の反映版

申告はがき
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04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 圧着前の表 1 1 共通 帳票タイトル ● 圧着前の表

2 共通 対象年度 ● 圧着前の表 2 2 共通 対象年度 ● 圧着前の表

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 圧着前の表
指定都市要件

3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 圧着前の表

指定都市要件

4 共通 発送日 ● 圧着前の表
必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.828：「発送日」を実装すべ

き項目とする。

4 4 共通 発送日 ● 圧着前の表

5 共通 発行者（地方団体の長等） ● 圧着前の表
必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.828：「発行者（地方団体

の長等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ● 圧着前の表

6 共通 カスタマーバーコード ● 圧着前の表

※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不要な

項目と整理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ● 圧着前の表

7 共通 提出先・お問合せ先 ● 圧着前の表 7 7 共通 提出先・お問合せ先 ● 圧着前の表

8 区分コード 調査コード ● 圧着前の表

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

8 8 区分コード 調査コード ● 圧着前の表

印字する場合は備考に印字する。

9 区分コード 所管コード ● 圧着前の表

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

9 9 区分コード 所管コード ● 圧着前の表

印字する場合は備考に印字する。

10 区分コード 担当コード ● 圧着前の表

他項目に統合

備考の項目を新たに作成し、必要な場合

はそこに印字いただく整理としたいと思いま

す。

10 10 区分コード 担当コード ● 圧着前の表

印字する場合は備考に印字する。

11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ● 圧着前の表 11 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ● 圧着前の表

12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 圧着前の表 12 12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 圧着前の表

13 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 圧着前の表 13 13 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 圧着前の表

■WT資料6No780：実装すべき項目として

「屋号」を追加する。

14 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

14 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 圧着前の表 14 15 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 圧着前の表

15 納税義務者情報 個人番号又は法人番号 ● ・圧着前の表

・システム出力時には、空欄とな

る。

15 16 納税義務者情報 個人番号又は法人番号 ● ・圧着前の表

・システム出力時には、空欄とな

る。

16 回答欄 修正・増減なしの別 ● 圧着前の表

要検討

申告はがきの種類として主に2パターンある

と考えます。

①No.16-19を記載しているパターン

（稲沢市のパターン）

②No.16-29、31を記載しているパター

ン（神戸市のパターン。申告書の省令様

式のはがきバージョンのようなレイアウトで

す。）

→申告はがきとして2パターン要件化する

か、WTにて確認

■WT資料6No.878：「修正・増減なし・廃

業等の別」へ修正する。

■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

16 17 回答欄 修正・増減なし・廃業等の別 ● 圧着前の表 ・帳票No.33 申告はがきについて、前回WTの検討結果を踏まえて、「申告

はがき（明細なし）」、「申告はがき（明細あり）」の2つに分割し、それぞれ

実装すべき帳票といたします。※帳票要件に反映いたします。

・「申告はがき（明細あり）」の帳票要件の出力条件については、従前の条

件に加えて、以下の条件（赤字）を追加いたします。

＜出力条件＞

・現年度を対象とする。

・前年度申告の有無を指定できること。

・対象となる納税義務者を指定できること。

・前年度の課税標準額が一定額以下の納税義務者を抽出する際の課税

標準額を指定できること。

・前年度の資産明細数が一定数以下の納税義務者を抽出する際の資産

明細数を指定できること。

・「申告はがき（明細あり）」の明細行数については、帳票レイアウト作成対

象のため、実装案を帳票レイアウトの素案作成時にAPPLIC税TFに作成い

ただく想定です。

17 回答欄 住所又は所在地 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

17 18 回答欄 住所又は所在地 ● 圧着前の表

18 回答欄 氏名又は名称 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

18 19 回答欄 氏名又は名称 ● 圧着前の表

19 回答欄 電話番号 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

19 20 回答欄 電話番号 ● 圧着前の表

20 ● 種類別明細 種類 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

20 21 ● 回答欄 種類別明細 種類 ● 圧着前の表

21 ● 種類別明細 資産コード ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

21 22 ● 回答欄 種類別明細 資産コード ● 圧着前の表

22 ● 種類別明細 資産の名称 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

22 23 ● 回答欄 種類別明細 資産の名称 ● 圧着前の表

23 ● 種類別明細 数量 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

23 24 ● 回答欄 種類別明細 数量 ● 圧着前の表

24 ● 種類別明細 取得年号 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

24 25 ● 回答欄 種類別明細 取得年号 ● 圧着前の表

25 ● 種類別明細 年 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

25 26 ● 回答欄 種類別明細 年 ● 圧着前の表

26 ● 種類別明細 月 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

26 27 ● 回答欄 種類別明細 月 ● 圧着前の表

27 ● 種類別明細 取得価額 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

27 28 ● 回答欄 種類別明細 取得価額 ● 圧着前の表

28 ● 種類別明細 耐用年数 ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

28 29 ● 回答欄 種類別明細 耐用年数 ● 圧着前の表

29 ● 種類別明細 特例・非課税コード ● 圧着前の表

要検討

同上 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

29 30 ● 回答欄 種類別明細 特例・非課税コード ● 圧着前の表

30 共通 通知本文 ● 圧着前の裏

※記載内容については、標準化検

討対象とするかについても含めて事

務局にて検討中。

■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

■修正方針：実装案について、帳票レイアウ

トの素案作成時にAPPLIC税TFに作成いただ

く。

30 31 共通 通知本文 ● 圧着前の裏

実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

31 種類別明細 記載例 ● 圧着前の裏

要検討

No.16とあわせて検討したいと思います。 ■WT資料6No.839：

②No16－29、31を記載しているパターン

31 32 種類別明細 記載例 ● 圧着前の裏

33 共通 備考 ●

小分類

WT⑧検討用
実装すべき項目

大分類 中分類 小分類
備考WT⑦修正方針 新No 明細

実装してもしなくても良い項目の仕分け 表示項目

旧No

WT⑥実施結果等の反映版

備考

申告はがき

No 明細

表示項目

対応方針 理由・統合先の項目等

WT⑦実施結果等の反映版

04_固定資産税 04_固定資産税

33 新規②

申告はがき（明細あり）

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目

実装しても

しなくても良い項目大分類 中分類



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ● 2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

4 共通 発送日 ● ■WT資料6No.883：「発送日」を

実装すべき項目とする。 必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.896：「発送日」を実装す

べき項目とする。

4 4 共通 発送日 ●

5 共通 発行者（地方団体の長等） ● ■WT資料6No.885：「発行者

（地方団体の長等）」を実装すべき

項目とする。
必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.899：「発行者（地方団

体の長等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

6 共通 カスタマーバーコード ● ※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不要

な項目と整理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ●

7 共通 催告文 ● ※記載内容については、標準化

検討対象とするかについても含めて

事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイ

アウトの素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

7 7 共通 催告文 ● 実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

8 共通 提出先・お問合せ先 ● 8 8 共通 提出先・お問合せ先 ●

■WT資料6No.890：「送付先の郵便番

号」を実装すべき項目とする。

9 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ●

9 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 9 10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ●

10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 10 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ●

■WT資料6No780：実装すべき項目とし

て「屋号」を追加する。

12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

11 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 11 13 納税義務者情報 納税義務者番号 ●

12 共通 申告期限（当初） ● 12 14 共通 申告期限（当初） ●

13 共通 申告期限（催告用） ● 13 15 共通 申告期限（催告用） ●

16 共通 備考 ●

WT⑦修正方針
大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

36

償却資産の申告について（催告）　（圧着はがき）※賦課期日後の申告案内

WT⑦実施結果等の反映版

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考旧No

実装してもしなくても良い項目の仕分け

対応方針 理由・統合先の項目等

WT⑥実施結果等の反映版

No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考

大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

36

償却資産の申告について（催告）　（圧着はがき）※賦課期日後の申告案内



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ● 2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

4 共通 発送日 ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリット

がないため。

■WT資料6No.896：「発送日」を実装

すべき項目とする。

4 4 共通 発送日 ●

5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリット

がないため。

■WT資料6No.899：「発行者（地方

団体の長等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

6 共通 カスタマーバーコード ● ※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不

要な項目と整理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ●

7 共通 催告文 ● ※記載内容については、標準化

検討対象とするかについても含めて

事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票

レイアウトの素案作成時にAPPLIC税

TFに作成いただく。

7 7 共通 催告文 ● 実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

8 共通 提出先・お問合せ先 ● 8 8 共通 提出先・お問合せ先 ●

■WT資料6No.903：「送付先の郵便

番号」を実装すべき項目とする。

9 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ●

9 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 9 10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ●

10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 10 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ●

■WT資料6No780：実装すべき項目と

して「屋号」を追加する。

12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

11 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 11 13 納税義務者情報 納税義務者番号 ●

12 共通 申告期限（当初） ● 12 14 共通 申告期限（当初） ●

13 共通 申告期限（催告用） ● 13 15 共通 申告期限（催告用） ●

16 共通 備考 ●

WT⑦修正方針
大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

37

償却資産の申告について（催告）　（はがき）※賦課期日後の申告案内

WT⑦実施結果等の反映版

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考旧No

理由・統合先の項目等

実装してもしなくても良い項目の仕分け

WT⑥実施結果等の反映版

No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考

大分類 中分類 小分類 対応方針

04_固定資産税

37

償却資産の申告について（催告）　（はがき）※賦課期日後の申告案内



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ● 2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 3 3 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

4 共通 発送日 ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.896：「発送日」を実装す

べき項目とする。

4 4 共通 発送日 ●

5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

必須

納税義務者にとって印字されるデメリットが

ないため。

■WT資料6No.899：「発行者（地方団

体の長等）」を実装すべき項目とする。

5 5 共通 発行者（地方団体の長等） ●

6 共通 カスタマーバーコード ● ※QRコードも含めて、他税目と合

わせて検討中。

■QRコードは納付書以外の帳票には不要

な項目と整理した。

6 6 共通 カスタマーバーコード ●

7 共通 催告文 ● ※記載内容については、標準化

検討対象とするかについても含めて

事務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイ

アウトの素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

7 7 共通 催告文 ● 実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

8 共通 提出先・お問合せ先 ● 8 8 共通 提出先・お問合せ先 ●

■WT資料6No.919：「送付先の郵便番

号」を実装すべき項目とする。

9 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の郵便番号 ●

9 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ● 9 10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の住所又は所在地 ●

10 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ● 10 11 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 送付先の氏名又は名称 ●

■WT資料6No780：実装すべき項目とし

て「屋号」を追加する。

12 納税義務者情報 償却資産申告書等送付先情報 屋号 ●

11 納税義務者情報 納税義務者番号 ● 11 13 納税義務者情報 納税義務者番号 ●

12 共通 申告期限（当初） ● 12 14 共通 申告期限（当初） ●

13 共通 申告期限（催告用） ● 13 15 共通 申告期限（催告用） ●

16 共通 備考 ●

WT⑦修正方針
大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

38

償却資産の申告について（催告）（汎用紙）※賦課期日後の申告案内

WT⑦実施結果等の反映版

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考旧No

実装してもしなくても良い項目の仕分け

対応方針 理由・統合先の項目等

WT⑥実施結果等の反映版

No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考

大分類 中分類 小分類

04_固定資産税

38

償却資産の申告について（催告）（汎用紙）※賦課期日後の申告案内



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ● 2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 発行年月日 ● 3 3 共通 発行年月日 ●

4 共通 証明時点の年月日 ● 4 4 共通 証明時点の年月日 ●

5 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 5 5 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

6 共通 発行者（地方団体の長等） ● 6 6 共通 発行者（地方団体の長等） ●

7 共通 電子公印 ● 7 7 共通 電子公印 ●

8 共通 証明書本文 ● ※記載内容については、標準化検

討対象とするかについても含めて事

務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイアウトの素

案作成時にAPPLIC税TFに作成いただく。

8 8 共通 証明書本文 ● 実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

9 共通 お問合せ先 ● 9 共通 お問合せ先 ●

10 納税義務者情報 住所又は所在地 ● 10 9 納税義務者情報 住所又は所在地 ●

11 納税義務者情報 氏名又は名称 ● 11 10 納税義務者情報 氏名又は名称 ●

■WT資料7　「33_申告はがき」：

証明書の印字項目から「屋号」を削除する。

12 納税管理人等情報 住所又は所在地 ● ■WT資料6No.4361：「住所又は所在地」を削除す

る。

12 納税管理人等情報 住所又は所在地 ●

13 納税管理人等情報 氏名又は名称 ● ■WT資料6No.4363：「氏名又は名称」を削除する。 13 納税管理人等情報 氏名又は名称 ●

14 構築物 評価額 ● 14 11 構築物 評価額 ●

15 構築物 課税標準額 ● 15 12 構築物 課税標準額 ●

16 構築物 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

16 13 構築物 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

17 機械及び装置 評価額 ● 17 14 機械及び装置 評価額 ●

18 機械及び装置 課税標準額 ● 18 15 機械及び装置 課税標準額 ●

19 機械及び装置 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

19 16 機械及び装置 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

20 船舶 評価額 ● 20 17 船舶 評価額 ●

21 船舶 課税標準額 ● 21 18 船舶 課税標準額 ●

22 船舶 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

22 19 船舶 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

23 航空機 評価額 ● 23 20 航空機 評価額 ●

24 航空機 課税標準額 ● 24 21 航空機 課税標準額 ●

25 航空機 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

25 22 航空機 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

26 車両及び運搬具 評価額 ● 26 23 車両及び運搬具 評価額 ●

27 車両及び運搬具 課税標準額 ● 27 24 車両及び運搬具 課税標準額 ●

28 車両及び運搬具 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

28 25 車両及び運搬具 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

29 工具、器具及び備品 評価額 ● 29 26 工具、器具及び備品 評価額 ●

30 工具、器具及び備品 課税標準額 ● 30 27 工具、器具及び備品 課税標準額 ●

31 工具、器具及び備品 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

31 28 工具、器具及び備品 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

32 知事配分 評価額 ●

必須

納税義務者にとって印字されるメリットの方

が大きいと考えます。

■WT資料6No.4389：「知事配分_評価額」、「知事

配分_課税標準額」、「大臣配分_評価額」、「大臣配分

_課税標準額」を実装すべき項目といたします。

32 29 知事配分 評価額 ●

33 知事配分 課税標準額 ●

必須

納税義務者にとって印字されるメリットの方

が大きいと考えます。

■WT資料6No.4389：「知事配分_評価額」、「知事

配分_課税標準額」、「大臣配分_評価額」、「大臣配分

_課税標準額」を実装すべき項目といたします。

33 30 知事配分 課税標準額 ●

34 知事配分 相当税額 ●

他項目に統合

必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

34 31 知事配分 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

35 大臣配分 評価額 ●

必須

納税義務者にとって印字されるメリットの方

が大きいと考えます。

■WT資料6No.4389：「知事配分_評価額」、「知事

配分_課税標準額」、「大臣配分_評価額」、「大臣配分

_課税標準額」を実装すべき項目といたします。

35 32 大臣配分 評価額 ●

36 大臣配分 課税標準額 ●

必須

納税義務者にとって印字されるメリットの方

が大きいと考えます。

■WT資料6No.4389：「知事配分_評価額」、「知事

配分_課税標準額」、「大臣配分_評価額」、「大臣配分

_課税標準額」を実装すべき項目といたします。

36 33 大臣配分 課税標準額 ●

37 大臣配分 相当税額 ●

他項目に統合
必要な場合は備考に記載いただくこことし

たいと考えております。

■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

37 34 大臣配分 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

38 合計 評価額 ● 38 35 合計 評価額 ●

39 合計 課税標準額 ● 39 36 合計 課税標準額 ●

40 合計 相当税額 ● ■WT資料6No.4367：必要な場合は備考に記載する

方針と改める。

40 37 合計 相当税額 ● 印字する場合は備考に印字する。

41 共通 資産の所在地 ● 41 38 共通 資産の所在地 ●

42 共通 備考 ● 42 39 共通 備考 ●

WT⑦修正方針
大分類 小分類

04_固定資産税

77

公課証明書（償却資産）

WT⑦実施結果等の反映版

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考旧No

実装してもしなくても良い項目の仕分け

対応方針 理由・統合先の項目等

WT⑥実施結果等の反映版

No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考

大分類 小分類

04_固定資産税

77

公課証明書（償却資産）



04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目 04_固定資産税_標準仕様書（案）帳票印字項目

業務 業務

帳票No. 帳票No.

帳票名称 帳票名称

帳票WT⑦修正方針

1 共通 帳票タイトル ● 1 1 共通 帳票タイトル ●

2 共通 対象年度 ● 2 2 共通 対象年度 ●

3 共通 発行年月日 ● 3 3 共通 発行年月日 ●

4 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件 4 4 共通 特別区名又は行政区名 ● 指定都市要件

5 共通 申告区 ● 5 5 共通 申告区 ●

6 共通 発行者（地方団体の長等） ● 6 6 共通 発行者（地方団体の長等） ●

7 共通 電子公印 ● 7 7 共通 電子公印 ●

8 共通 証明書本文 ● ※記載内容については、標準化検

討対象とするかについても含めて事

務局にて検討中。

■修正方針：実装案について、帳票レイ

アウトの素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

8 8 共通 証明書本文 ● 実装案について、帳票レイアウトの

素案作成時にAPPLIC税TFに作

成いただく。

9 共通 証明書の備考 ● 9 9 共通 証明書の備考 ●

10 納税義務者情報 住所又は所在地 ● 10 10 納税義務者情報 住所又は所在地 ●

11 納税義務者情報 氏名又は名称 ● 11 11 納税義務者情報 氏名又は名称 ●

12 納税管理人等情報 住所又は所在地 ● ※納税管理人等を想定。検討

中。

■WT資料1No.6：納税管理人等情報

（住所又は所在地、氏名又は名称）を

記載しないこととする。

12 納税管理人等情報 住所又は所在地 ● ※納税管理人等を想定。検討

中。

13 納税管理人等情報 氏名又は名称 ● ※納税管理人等を想定。検討

中。

■WT資料1No.6：納税管理人等情報

（住所又は所在地、氏名又は名称）を

記載しないこととする。

13 納税管理人等情報 氏名又は名称 ● ※納税管理人等を想定。検討

中。

14 構築物 取得価額 ● 14 12 構築物 取得価額 ●

15 構築物 評価額 ● 15 13 構築物 評価額 ●

16 構築物 課税標準の特例措置による軽減

額

● 16 14 構築物 課税標準の特例措置による軽減

額

●

17 構築物 課税標準額 ● 17 15 構築物 課税標準額 ●

18 機械及び装置 取得価額 ● 18 16 機械及び装置 取得価額 ●

19 機械及び装置 評価額 ● 19 17 機械及び装置 評価額 ●

20 機械及び装置 課税標準の特例措置による軽減

額

● 20 18 機械及び装置 課税標準の特例措置による軽減

額

●

21 機械及び装置 課税標準額 ● 21 19 機械及び装置 課税標準額 ●

22 船舶 取得価額 ● 22 20 船舶 取得価額 ●

23 船舶 評価額 ● 23 21 船舶 評価額 ●

24 船舶 課税標準の特例措置による軽減

額

● 24 22 船舶 課税標準の特例措置による軽減

額

●

25 船舶 課税標準額 ● 25 23 船舶 課税標準額 ●

26 航空機 取得価額 ● 26 24 航空機 取得価額 ●

27 航空機 評価額 ● 27 25 航空機 評価額 ●

28 航空機 課税標準の特例措置による軽減

額

● 28 26 航空機 課税標準の特例措置による軽減

額

●

29 航空機 課税標準額 ● 29 27 航空機 課税標準額 ●

30 車両及び運搬具 取得価額 ● 30 28 車両及び運搬具 取得価額 ●

31 車両及び運搬具 評価額 ● 31 29 車両及び運搬具 評価額 ●

32 車両及び運搬具 課税標準の特例措置による軽減

額

● 32 30 車両及び運搬具 課税標準の特例措置による軽減

額

●

33 車両及び運搬具 課税標準額 ● 33 31 車両及び運搬具 課税標準額 ●

34 工具器具及び備品 取得価額 ● 34 32 工具器具及び備品 取得価額 ●

35 工具器具及び備品 評価額 ● 35 33 工具器具及び備品 評価額 ●

36 工具器具及び備品 課税標準の特例措置による軽減

額

● 36 34 工具器具及び備品 課税標準の特例措置による軽減

額

●

37 工具器具及び備品 課税標準額 ● 37 35 工具器具及び備品 課税標準額 ●

38 合計 取得価額 ● 38 36 合計 取得価額 ●

39 合計 評価額 ● 39 37 合計 評価額 ●

40 合計 課税標準の特例措置による軽減

額

● 40 38 合計 課税標準の特例措置による軽減

額

●

41 合計 課税標準額 ● 41 39 合計 課税標準額 ●

大分類 小分類
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WT⑦実施結果等反映版

新No 明細

表示項目

実装すべき項目
実装しても

しなくても良い項目
備考実装すべき項目

実装しても

しなくても良い項目
備考

大分類 小分類
旧No
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実装してもしなくても良い項目の仕分け

対応方針 理由・統合先の項目等

WT⑥実施結果等の反映版

No 明細

表示項目


